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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
蒼
神
外
伝
；
統
一
神
と
百
年
の
惨
劇
の
先

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
１
４
９
Ｎ

【
作
者
名
】

　
肥
後
魚

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
「
蒼
神
の
軌
跡
」
の
外
伝
で
す
。
主
人
公
は
統
一
神
『
ラ
イ
ボ
ル
ト
』
、

ヒ
ロ
イ
ン
は
羽
入
で
す
！
　
・
・
・
昭
和
５
８
年
、
６
月
の
度
重
な
る
惨
劇
が

始
ま
る
約
５
０
年
前
・
・
・
。
「
オ
ヤ
シ
ロ
さ
ま
」
こ
と
羽
入
は
、
自
分
の
子

孫
を
見
守
り
な
が
ら
も
神
と
し
て
の
戦
い
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
が
、
神
と
な

っ
た
身
で
も
種
族
の
宿
命
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
ず
、
つ
い
に
体
が
縮
ん
で
し
ま
う
。

宿
命
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
彼
女
の
前
に
、
神
の
『
英
雄
』
が
姿
を

表
す
―
―
―
―
―
―
。
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基
本
能
力
が
チ
ー
ト
で
す
。
後
、
羽
入
が
バ
ト
ル
強
い
で
す
。
ラ
イ
ボ
ル
ト

の
正
体
は
作
中
で
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

　
※
こ
の
作
品
の
更
新
ペ
ー
ス
は
非
常
に
遅
い
で
す
（
二
ヶ
月
に
一
話
程
度
く

ら
い
が
目
安
）
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
・
・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
と
、
キ
ッ
カ
ケ
（
前
書
き
）

　
蒼
神
の
外
伝
も
の
で
す
。
ひ
ぐ
ら
し
が
元
で
す
が
、
結
構
い
じ
く
っ
て
ま
す
・

・
・
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
と
、
キ
ッ
カ
ケ

　
―
―
―
―
―
―
―
―
…
。

「
い
よ
い
よ
だ
な
。
」

「
え
ぇ
、
い
よ
い
よ
で
す
。
」

そ
こ
は
空
間
…
。
藍
色
に
染
め
ら
れ
し
中
に
い
く
つ
か
の
光
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
、
地
も
空
も
無
き
空
間
…
。
そ
こ
に
存
在
す
る
は
青
年
と
少
女
。
否
、

「
見
た
目
は
」
と
い
う
言
葉
を
先
に
言
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。

　
存
在
せ
し
は
『
神
』
―
―
―
。
つ
ま
り
は
人
外
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
越
す
る

存
在
。
そ
れ
が
二
人
、
こ
こ
に
い
る
。

「
に
し
て
も
、
長
か
っ
た
ろ
？
　
何
せ
千
年
っ
て
い
う
時
間
を
歩
ん
だ
か
ら
な

ぁ
。
」

「
…
な
ん
か
あ
な
た
に
言
わ
れ
て
も
説
得
力
が
な
い
の
で
す
。
だ
っ
て
あ
な
た

は
…
」

「
約
一
億
年
も
の
間
存
在
し
続
け
た
か
ら
、
だ
ろ
？
」

「
そ
う
な
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
僕
は
…
。
」

「
そ
う
い
う
こ
と
は
気
に
し
な
い
こ
と
だ
。
時
間
の
感
じ
方
は
個
人
で
違
う
…
。
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お
前
に
と
っ
て
の
千
年
は
、
俺
に
と
っ
て
の
一
億
年
と
そ
う
変
わ
り
は
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
し
な
。
」

「
あ
ぅ
あ
ぅ
～
、
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ
る
の
で
す
よ
…
。
」

「
ん
、
そ
う
か
？
」

「
そ
う
な
の
で
す
！
」

こ
の
二
人
…
、
実
は
既
に
１
５
０
年
の
付
き
合
い
だ
。
そ
ん
な
時
を
共
に
過
ご

し
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
会
話
を
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
さ
て
、
と
…
。
な
ら
、
行
っ
て
き
な
よ
。
『
運
命
を
打
ち
破
り
に
』
。
」

「
―
―
は
い
な
の
で
す
！
」

「
そ
し
て
、
『
２
つ
の
顔
の
役
割
』
を
ま
っ
と
う
す
る
た
め
に
。
」

「
…
え
ぇ
、
そ
う
な
の
で
す
。
だ
か
ら
…
、
」

巫
女
服
を
着
し
、
紫
色
の
髪
の
少
女
は
、
隣
に
い
る
金
髪
オ
ッ
ド
ア
イ
の
青
年

に
告
げ
た
。

「
僕
は
、
『
オ
ヤ
シ
ロ
さ
ま
』
と
し
て
…
、
『
古
手
羽
入
』
と
し
て
、
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
惨
劇
を
『
仲
間
』
と
共
に
、
打
ち
破
る
の
で
す
っ
！
」
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彼
女
の
最
後
の
戦
い
は
、
幕
を
あ
け
る
…
。

―
―
１
５
０
年
前
：
某
異
世
界
―
―

「
ぎ
ゃ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
」

「
ひ
ぃ
い
い
い
っ
！
！
！
！
　
化
け
物
だ
ぁ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

ズ
ザ
ッ
 

ザ
シ
ュ
ッ
 

決
し
て
聞
い
て
い
て
気
持
ち
の
良
く
な
い
悲
鳴
が
、
一
帯
に
木
霊
す
る
…
。
そ

の
後
に
は
何
か
を
切
り
裂
く
音
が
続
い
た
。

「
許
し
て
く
れ
っ
！
！
　
許
し
て
く
れ
ぇ
え
え
え
え
え
！
！
！
」

「
黙
れ
」
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ド
シ
ュ
ッ

「
ぎ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
（
ド
サ
ッ
）
」

血
塗
ら
れ
た
刀
を
腕
に
持
つ
、
巫
女
服
の
少
女
・
・
・
と
い
う
に
は
大
き
す
ぎ

る
か
・
・
・
・
・
？

「
は
ぁ
、
は
ぁ
・
・
・
。
」

そ
の
顔
は
『
憤
怒
』
の
一
言
で
表
せ
る
も
の
―
―
―
―
。

「
・
・
ま
だ
、
殺
る
か
・
・
・
？
（
ギ
ラ
ッ
）
」

『
ひ
っ
、
ひ
ぃ
い
い
い
い
い
い
！
！
！
！
！
！
！
！
』

周
り
に
い
た
者
達
は
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
よ
う
に
逃
げ
お
お
せ
た
。
そ
れ
を
見

た
『
彼
女
』
は
刀
を
地
面
に
突
き
刺
す
。
そ
の
刀
身
は
血
に
よ
っ
て
真
っ
赤
に

な
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
ま
た
、
化
け
物
呼
ば
わ
り
、
か
・
・
・
。
」

そ
う
言
っ
て
、
頭
を
触
る
。
―
―
―
い
や
、
正
確
に
は
頭
に
生
え
て
い
る
角
を

触
る
。

「
人
に
は
化
け
物
と
呼
ば
れ
・
・
・
、
こ
こ
に
居
る
『
神
』
共
も
同
じ
こ
と
を

言
う
・
・
・
。
我
は
や
は
り
何
処
へ
行
っ
て
も
・
・
・
」
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表
情
は
憤
怒
か
ら
悲
壮
に
変
わ
る
。
こ
の
角
の
せ
い
で
・
・
・
、
そ
う
思
っ
て

思
わ
ず
折
っ
て
し
ま
お
う
か
と
行
動
に
移
り
か
け
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ

ば
命
が
な
い
・
・
・
。

「
我
は
・
・
・
・
、
ど
こ
で
も
・
・
・
・
・
。
・
・
・
僕
は
・
・
・
。
」

エ
？
　
ボ
ク
・
・
・
？

「
い
や
違
う
！
！
　
我
は
！
・
・
・
。
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
・
・
・
ん

な
っ
！
！
？
」

何
故
か
、
言
葉
遣
い
が
幼
児
退
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
女
等
の
種
族
の
宿

命
・
・
・
。
体
が
老
化
し
な
い
代
わ
り
に
、
精
神
が
幼
児
退
行
し
、
消
滅
・
・
・

つ
ま
り
は
死
に
い
た
る
・
・
・
。

「
ぐ
っ
！
！
！
？
（
ガ
ク
ガ
ク
ッ
）
！
？
」

突
然
、
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。
・
・
・
理
由
が
ど
う
で
あ
れ
、
退
化
が

急
速
に
進
ん
だ
ん
だ
ろ
う
。



9

「
・
・
・
。
あ
ぅ
～
・
・
、
僕
は
ま
た
、
幼
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
・
・

・
。
」

見
れ
ば
、
背
は
や
や
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
・
・
？
　
窮
屈
そ
う

だ
っ
た
巫
女
服
は
丁
度
よ
く
な
っ
て
い
た
。
・
・
・
胸
は
、
そ
ん
な
に
小
さ
く

な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
・
・
・
。

「
・
・
・
つ
い
に
、
こ
こ
ま
で
幼
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
・
・
・
。
」

彼
女
の
名
は
、
「
羽
入
」
・
・
・
。
約
９
０
０
年
前
に
愛
し
た
男
が
つ
け
て
く

れ
た
名
前
・
・
・
。
が
、
そ
れ
か
ら
数
年
し
て
、
彼
女
は
も
う
一
つ
の
名
を
得

た
。

「
で
も
・
・
・
。
僕
は
こ
れ
で
も
神
・
・
・
『
オ
ヤ
シ
ロ
さ
ま
』
な
の
で
す
。
」

オ
ヤ
シ
ロ
さ
ま
―
―
―
―
―
―
―
。

彼
女
の
、
『
神
』
と
し
て
の
名
前
・
・
・
。
神
と
し
て
生
き
た
年
月
は
１
０
０

０
年
。
神
々
の
中
で
は
と
て
も
短
い
ほ
う
だ
。
が
、
彼
女
は
名
高
き
者
で
あ
り
、

恐
れ
ら
れ
る
者
・
・
・
。
故
に
・
・
・
、

「
僕
は
・
・
・
、
『
独
り
』
な
の
で
す
・
・
・
。
」
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「
な
ら
、
俺
と
『
知
り
合
い
』
に
な
る
か
？
」

「
へ
っ
？
」

隣
に
佇
む
は
、
神
々
の
「
英
雄
」
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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プ
ロ
ロ
ー
グ
と
、
キ
ッ
カ
ケ
（
後
書
き
）

ラ
イ
ボ
ル
ト
（
以
後
；
ラ
イ
）

「
さ
て
さ
て
、
記
念
す
べ
き
一
話
目
だ
な
。
」

羽
入

「
あ
ぅ
あ
ぅ
～
、
短
か
っ
た
で
す
ね
。
」

ラ
イ

「
仕
方
な
い
さ
。
ま
だ
一
話
目
だ
ろ
？
　
こ
れ
か
ら
膨
ら
ん
で
い
く
よ
。
」

羽
入

「
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
さ
か
僕
が
主
人
公
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。

」肥
後
魚

「
僕
が
ひ
ぐ
ら
し
で
一
番
好
き
な
キ
ャ
ラ
だ
か
ら
ね
。
ま
あ
物
凄
く
普
通
な
り

ゆ
う
で
し
ょ
？
」

ラ
イ

「
ベ
タ
だ
な
。
」

羽
入

「
ベ
タ
な
の
で
す
。
」

肥
後
魚

「
と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
～
す
！
！
」

ラ
イ
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「
あ
っ
、
ス
ル
ー
し
や
が
っ
た
。
」

羽
入

「
現
実
か
ら
逃
避
し
て
や
が
る
の
で
す
。
」

肥
後
魚

「
言
い
方
が
直
球
過
ぎ
だ
っ
！
！
！
」
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そ
の
者
、
率
い
る
存
在
な
り
て
（
前
書
き
）

抗
え
ぬ
運
命
に
あ
る
羽
入
・
・
・
。
そ
ん
な
彼
女
の
前
に
、
一
人
の
神
が
現
れ

た
。
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そ
の
者
、
率
い
る
存
在
な
り
て

「
誰
な
の
で
す
か
？
」

普
通
に
聞
い
た
。
と
い
う
か
、
そ
れ
く
ら
い
し
か
聞
く
こ
と
が
な
い
の
も
事
実
。

い
や
、
最
初
に
聞
く
こ
と
と
い
え
ば
、
ま
あ
こ
ん
な
も
ん
だ
ろ
う
。

「
た
だ
の
神
さ
。
」

非
常
に
困
惑
す
る
返
答
が
帰
っ
て
き
た
。

「
あ
ぅ
あ
ぅ
～
、
そ
れ
じ
ゃ
答
え
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
」

「
そ
う
か
？
」

「
あ
ぅ
ぅ
・
・
・
、
非
常
に
困
る
の
で
す
・
・
・
。
」

「
ご
め
ん
ご
め
ん
（
笑
）
　
ち
ょ
っ
と
か
ら
か
い
過
ぎ
た
な
。
」

金
髪
蒼
眼
の
青
年
の
な
り
を
し
た
彼
は
、
笑
い
な
が
ら
さ
ら
り
と
告
げ
た
。

「
俺
の
名
は
『
統
一
神
；
ラ
イ
ボ
ル
ト
』
。
こ
こ
ら
周
辺
の
銀
河
系
を
束
ね
て

る
。
」

「
あ
ぅ
！
！
！
？
＄
’
（
％
“
＃
”
＄
“
＄
”
％
％
＄
‘
％
＆
％
“
！
！
！
？
」

羽
入
は
仰
天
し
た
。
神
で
あ
る
も
の
、
こ
の
名
を
知
ら
ぬ
も
の
は
い
な
い
か
ら
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だ
。

「
ま
さ
か
っ
、
何
十
億
と
い
る
神
の
中
で
も
僅
か
に
２
４
人
し
か
存
在
し
な
い
、

か
の
『
絶
神
』
序
列
第
１
１
位
の
ラ
イ
ボ
ル
ト
様
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で

す
か
！
！
！
！
？
」

平
伏
し
て
し
ま
っ
た
。
が
、
こ
れ
が
当
た
り
前
の
反
応
。
絶
神
・
・
・
、
２
４

人
し
か
存
在
し
な
い
、
神
々
の
中
で
も
無
敵
の
実
力
・
権
力
を
持
つ
『
決
し
て

逆
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
者
』
・
・
・
。
こ
こ
に
い
る
ラ
イ
ボ
ル
ト
は
そ
の
中
で

も
序
列
第
１
１
位
。
が
、
そ
の
実
力
は
上
位
の
絶
神
に
も
劣
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
彼
は
既
に
、
一
億
年
と
い
う
果
て
し
な
い
時
を
存
在
し
続
け
た
実
力

者
。
が
、

「
そ
ん
な
に
か
し
こ
ま
ら
な
い
で
く
れ
よ
～
。
俺
、
そ
う
い
う
の
苦
手
で
さ
ぁ

☆
」

「
で
、
で
も
・
・
・
」

「
口
調
も
い
つ
も
ど
お
り
で
結
構
。
絶
神
も
何
も
関
係
な
し
だ
。
ど
う
？
　
俺

と
知
り
合
い
に
な
ら
な
い
？
」

彼
に
、
自
身
が
途
方
も
な
い
存
在
と
い
う
自
覚
は
無
い
。
い
や
、
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、
堅
い
こ
と
が
生
ま
れ
つ
き
・
・
・
・
、
存
在
し
た
と
き
か
ら
苦
手
ら
し

い
・
・
・
。

～
～
～

「
全
く
、
お
前
は
も
う
少
し
自
覚
を
持
っ
た
ら
ど
う
だ
？
　
そ
れ
で
は
お
前
と

話
す
格
下
の
神
々
が
可
哀
想
で
な
ら
な
い
。
」
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～
～
～

同
じ
『
絶
神
』
；
ア
ポ
ロ
ン
』
（
序
列
１
３
位
）
に
そ
う
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

「
え
ぇ
と
、
そ
の
・
・
・
。
」

「
は
は
っ
、
楽
に
し
て
く
れ
。
別
に
深
い
意
味
は
な
い
。
た
だ
、
知
り
合
い
に

な
ろ
う
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。
君
、
一
人
で
淋
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
。
」

「
そ
、
そ
れ
は
・
・
。
」

否
定
は
し
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
神
と
な
っ
て
か
ら
は
常
に
孤
独
だ
っ
た
。
と
あ

る
世
界
に
遺
し
て
き
た
子
孫
た
ち
を
こ
っ
そ
り
と
見
守
っ
て
や
っ
て
る
以
外
は
、

本
当
に
孤
独
だ
っ
た
。

「
で
も
、
僕
は
・
・
・
」

「
大
丈
夫
、
気
を
静
め
な
。
俺
は
一
度
知
り
合
い
に
な
っ
た
奴
は
見
捨
て
な
い
。

そ
し
て
、
友
人
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
裏
切
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
安
心
し
て
く
れ
・

・
・
。
」

「
あ
ぅ
・
・
（
ポ
タ
ッ
）
・
・
ひ
ぐ
っ
、
う
、
・
・
・
、
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
ん

！
！
！
！
！
！
！
」
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羽
入
は
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
泣
い
た
。
初
め
て
出
会
っ
た
、
遥
か
格
上
の
神
・
・

・
。
し
か
し
、
そ
の
温
も
り
に
は
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

―
―
暫
く
の
後
―
―

「
ご
め
ん
な
さ
い
な
の
で
す
・
・
・
。
」

「
気
に
し
な
い
で
。
」

結
局
、
ラ
イ
ボ
ル
ト
に
抱
き
つ
い
て
泣
き
続
け
て
し
ま
っ
た
。
気
づ
け
ば
、
ど

れ
だ
け
の
日
々
が
た
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

「
そ
う
い
え
ば
、
名
前
を
ま
だ
聞
い
て
い
な
か
っ
た
ね
。
」

「
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
我
が
名
は
羽
入
、
ま
た
の
名
を
『
オ
ヤ
シ
ロ
』
と
い

い
ま
す
。
」

「
普
段
は
様
付
け
、
で
し
ょ
？
」
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「
は
い
な
の
で
す
。
で
も
な
ん
で
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
俺
み
た
い
な
古
い
連
中
は
大
体
の
神
々
の
詳
細
デ
ー
タ
は
把
握
し
て
る
よ
。

あ
っ
、
生
前
の
こ
と
と
か
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
関
係
上
知
ら
な
い
か
ら
。
」

「
正
直
ホ
ッ
と
し
た
の
で
す
・
・
・
。
」

あ
ま
り
見
ら
れ
た
く
な
い
過
去
で
あ
る
。

「
で
、
さ
っ
き
遠
く
か
ら
見
て
た
と
き
に
体
が
縮
ん
だ
け
ど
、
あ
れ
は
一
体
？
」

「
・
・
宿
命
な
の
で
す
。
神
と
な
っ
て
も
、
僕
の
体
を
蝕
む
僕
の
一
族
の
宿
命
・

・
・
。
」

「
ま
さ
か
、
か
の
世
界
の
『
流
浪
の
民
』
の
血
族
か
・
・
・
？
」

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
何
処
へ
や
ら
、
で
す
ね
・
・
・
。
」

「
こ
れ
は
生
前
に
異
世
界
め
ぐ
り
を
し
た
と
き
の
記
憶
だ
。
俺
も
元
は
人
間
だ

っ
た
か
ら
な
。
」

「
そ
う
な
の
で
す
か
・
・
・
。
そ
う
、
僕
は
そ
の
民
の
一
員
。
世
界
か
ら
世
界

へ
と
流
れ
着
き
、
そ
こ
に
住
も
う
と
し
た
。
で
も
、
既
に
そ
こ
に
は
人
間
が
暮

ら
し
て
い
た
。
僕
た
ち
は
共
存
を
申
し
出
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
拒
絶
し
ま
し
た
。

拒
絶
は
争
い
を
生
み
、
血
ま
み
れ
の
戦
争
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
僕
は
そ
れ
を

止
め
た
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
人
に
姿
を
変
え
て
人
間
た
ち
の
前
に
出
ま

し
た
。
」
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「
ほ
ぅ
、
そ
れ
は
勇
気
が
あ
る
な
。
が
、
表
情
を
伺
う
に
、
問
題
が
あ
っ
た
ん

だ
な
？
」

「
そ
う
な
の
で
す
。
人
間
の
女
性
に
な
っ
た
は
い
い
も
の
の
、
何
故
か
角
だ
け

は
残
り
ま
し
た
。
」

「
こ
の
角
の
こ
と
か
い
？
」

「
え
ぇ
・
・
・
。
当
然
、
忌
み
嫌
わ
れ
ま
し
た
。
人
間
の
村
の
神
社
の
神
主
に

頼
ん
で
戦
争
を
や
め
さ
せ
よ
う
と
も
し
ま
し
た
が
、
断
ら
れ
ま
し
た
。
・
・
・

僕
は
仕
方
な
く
戦
い
ま
し
た
。
流
浪
の
民
と
人
間
の
戦
争
は
、
次
第
に
人
間
同

士
の
殺
し
合
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
僕
は
一
人
の
赤
ん
坊
を

救
い
ま
し
た
。
」

「
よ
く
、
救
っ
た
な
。
自
分
た
ち
を
忌
み
嫌
う
人
間
の
赤
ん
坊
を
。
」

「
そ
の
子
に
は
罪
は
な
い
の
で
す
。
・
・
・
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
僕
は
青
年

と
出
会
い
ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
青
年
は
僕
が
救
っ

た
赤
ん
坊
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
僕
を
拒
絶
し
た
神
社
・
・
・
、
古
手
神

社
の
神
主
の
跡
継
ぎ
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
僕
は
彼
に
魅
か
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
結
ば
れ
、
娘
を
得
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
と
あ
る
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
、

彼
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
僕
は
娘
以
外
の
人
間
に
感
知
で
き
な

い
存
在
へ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
」

「
つ
ま
り
は
霊
み
た
い
な
も
の
か
い
？
」

「
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
・
・
・
そ
し
て
、
娘
は
成
長
し
ま
し
た
。

古
手
神
社
の
神
主
と
し
て
、
立
派
に
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

私
は
娘
に
特
別
な
薬
を
与
え
ま
し
た
。
前
々
か
ら
奇
病
で
苦
し
ん
で
い
た
村
の

子
供
に
飲
ま
せ
て
や
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
娘
・
・
・
、
桜
花
は
言
う
と
お
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り
に
飲
ま
せ
、
そ
の
子
供
は
た
ち
ま
ち
良
く
な
り
ま
し
た
。
」

「
一
件
落
着
・
・
、
そ
う
は
言
え
な
い
ん
だ
ろ
？
」

「
・
・
・
人
間
は
欲
深
き
も
の
。
そ
し
て
、
富
を
我
が
物
と
し
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
に
も
醜
い
心
を
持
っ
て
い
る
。
村
人
の
一
部
は
そ
の
薬
を
欲
し
い
が
た
め

に
、
桜
花
を
問
い
詰
め
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
が
持
っ
て
い
る
な
ん
て
言
え

る
は
ず
も
な
く
・
・
・
、
村
人
は
桜
花
を
・
・
・
・
拷
問
し
ま
し
た
。
」

ビ
キ
ビ
キ
ッ

い
や
な
音
が
聞
こ
え
た
。
見
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
外
殻
に
亀
裂
が
走
っ
て
い
た
。

「
蛆
虫
に
も
劣
る
下
劣
な
輩
共
め
・
・
・
（
ギ
リ
ッ
）
」

ラ
イ
ボ
ル
ト
は
怒
り
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
が
、
彼
が
本
気
で
怒
っ
て
し
ま
え
ば

こ
の
世
界
な
ど
一
瞬
で
消
え
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
存
在
な
の
だ
。

「
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
な
の
で
す
・
・
・
。
」

「
す
、
す
ま
な
い
・
・
・
。
」

思
い
直
す
。
一
番
つ
ら
い
の
は
話
し
て
い
る
羽
入
で
は
な
い
か
。
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「
僕
は
ぶ
ち
切
れ
ま
し
た
。
居
能
の
力
を
振
る
い
、
村
人
た
ち
を
殺
し
ま
し
た
。

理
性
を
取
り
戻
し
た
と
き
に
は
も
う
遅
く
、
そ
こ
は
血
の
海
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
残
っ
た
村
人
た
ち
は
恐
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
化
け
物
と
な
っ
た
僕
を
討

ち
取
る
救
世
主
を
欲
し
ま
し
た
の
で
す
。
・
・
・
そ
れ
が
、
桜
花
で
す
。
」

「
・
・
・
。
」

「
あ
の
子
は
反
対
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
の
覚
悟
は
で
き
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
、
僕
は
も
う
人
間
に
絶
望
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
醜
い
世
界
に
な
ど
、
存
在

し
た
く
は
な
い
・
・
・
。
そ
う
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
・
・
・
、
」

「
実
の
娘
で
あ
る
桜
花
ち
ゃ
ん
に
よ
り
、
君
は
消
滅
・
・
・
。
そ
の
後
、
神
と

な
っ
て
再
び
降
り
立
っ
た
、
か
・
・
。
」

「
そ
の
通
り
で
す
・
・
。
そ
の
後
、
桜
花
は
村
人
に
掟
を
作
り
ま
し
た
。
『
こ

の
村
か
ら
出
て
は
い
け
な
い
』
な
ん
て
も
の
を
初
め
と
し
て
、
村
人
た
ち
の
心

に
こ
こ
に
存
在
せ
し
神
、
つ
ま
り
は
僕
の
信
仰
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

『
オ
ヤ
シ
ロ
さ
ま
』
と
い
う
呼
称
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

僕
は
影
か
ら
桜
花
の
子
孫
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。
干
渉
は
し
ま
せ
ん
。
観

察
す
る
だ
け
で
す
。
」

「
そ
の
最
中
に
も
、
神
の
世
界
で
戦
に
明
け
暮
れ
た
ん
だ
な
。
」

「
そ
う
で
す
。
二
百
年
く
ら
い
た
っ
た
頃
で
し
ょ
う
か
・
・
・
？
　
気
づ
き
ま

し
た
。
神
に
な
っ
て
も
、
体
の
退
化
は
進
行
し
て
い
た
ん
で
す
。
」

「
流
浪
の
民
は
、
確
か
体
が
老
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
聞
く
。
代
わ
り
に
、
精

神
と
身
体
が
徐
々
に
幼
児
退
行
し
て
結
果
的
に
死
に
い
た
る
ら
し
い
な
。
」



22

「
そ
の
通
り
で
す
。
だ
か
ら
、
僕
の
体
も
こ
の
よ
う
に
子
供
同
然
で
す
。
」

「
・
・
・
（
ジ
ー
ー
ー
ー
ッ
）
」

「
な
、
な
ん
で
す
か
？
」

ム
ニ
ュ
ッ

「
あ
ぅ
！
！
！
！
？
」

「
胸
は
、
体
に
反
し
て
結
構
な
形
を
・
・
「
（
プ
ツ
ン
ッ
）
」
（
ド
ゴ
ォ
ッ
！

！
）
ぐ
ふ
ぉ
お
お
お
っ
！
！
！
！
？
」

見
事
に
右
ス
ト
レ
ー
ト
が
ｈ
ｉ
ｔ
。

「
へ
、
変
態
な
の
で
す
っ
！
！
！
！
」

羽
入
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
る
。
胸
を
触
ら
れ
た
ら
当
然
で
は
あ
る
。

「
ご
め
ん
、
つ
い
手
が
・
・
。
」

「
つ
い
じ
ゃ
な
い
の
で
す
～
！
！
！
」

左
フ
ッ
ク
を
貰
っ
た
の
は
当
た
り
前
の
話
・
・
・
。
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―
―
宇
宙
；
某
所
―
―

ズ
ズ
ゥ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ン
！
！
！
！
！

　
一
つ
の
星
が
、
砕
け
た
。
そ
れ
を
興
味
な
さ
そ
う
に
見
る
の
は
、
最
近
話
題

の
神
・
・
・
。

「
さ
て
、
仕
事
は
終
わ
っ
た
わ
ね
。
」

彼
女
の
仕
事
・
・
・
。
そ
れ
は
、
星
を
破
壊
す
る
こ
と
・
・
・
。

「
今
回
の
任
務
は
た
だ
そ
れ
だ
け
。
で
し
ょ
？
　
オ
リ
サ
ム
。
」

「
ま
ぁ
な
。
さ
て
、
帰
ろ
う
ぜ
。
こ
こ
に
長
居
す
る
理
由
は
な
い
。
」

「
そ
れ
も
そ
う
ね
。
」

少
年
と
少
女
、
二
人
が
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
、

「
お
の
れ
ぇ
え
え
え
え
！
！
！
！
　
よ
く
も
私
の
星
を
っ
！
！
！
！
」

目
の
前
に
は
、
巨
大
な
戦
艦
・
・
・
。
主
砲
を
構
え
、
通
信
の
声
が
怒
鳴
る
。
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「
死
ね
っ
！
！
　
化
け
物
ど
も
め
ぇ
え
え
！
！
！
！
」

主
砲
か
ら
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
た
れ
る
。
そ
れ
は
一
直
線
に
二
人
に
向
か

う
が
、

「
恒
星
の
灯
火
よ
、
焼
け
・
・
・
。
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
」

ボ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
！
！
！
！

エ
ネ
ル
ギ
ー
砲
は
、
跡
形
も
な
く
突
如
現
れ
た
猛
火
に
焼
き
尽
く
さ
れ
る
。

「
な
っ
、
な
っ
・
・
・
・
！
！
！
！
」

戦
艦
の
艦
長
は
驚
く
が
、
少
女
は
気
に
し
な
い
。

「
う
る
さ
い
の
よ
。
・
・
・
消
え
な
さ
い
。
・
・
β
第
九
星
雲
、
リ
ゲ
ル
・
・
・

。
」

声
と
同
時
に
、
恒
星
が
一
つ
、
飛
ん
で
き
た
。

「
う
、
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
」
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ド
ゴ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
！
！
！
！

戦
艦
な
ど
、
跡
形
も
な
く
溶
け
た
・
・
・
。
少
女
は
結
果
を
見
な
い
。
分
か
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

「
と
ん
だ
無
駄
な
時
間
だ
っ
た
な
。
」

「
全
く
よ
。
さ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
に
帰
る
わ
よ
。
」

「
そ
う
だ
な
、
ラ
イ
さ
ん
に
報
告
を
し
な
く
て
は
・
・
。
」

二
人
は
、
消
え
た
・
・
・
。
。

―
―
場
所
は
戻
る
―
―

　
よ
う
や
く
羽
入
が
落
ち
着
い
た
頃
、
ラ
イ
ボ
ル
ト
は
改
め
て
知
り
合
い
に
な

ろ
う
と
言
っ
て
き
た
。
胸
を
触
ら
れ
た
の
に
は
驚
い
た
が
、
非
常
に
一
緒
に
い

て
安
心
す
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
女
は
快
諾
し
た
。

「
じ
ゃ
、
早
速
俺
の
統
治
す
る
銀
河
系
に
来
な
い
か
？
」
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「
い
い
の
で
す
か
？
」

「
ま
っ
、
安
心
し
て
く
れ
。
そ
こ
は
宇
宙
で
も
一
番
っ
て
く
ら
い
安
全
だ
か
ら
。

」「
あ
ぅ
あ
ぅ
～
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
お
言
葉
に
甘
え
る
の
で
す
。
」

こ
う
し
て
、
二
人
は
ラ
イ
ボ
ル
ト
が
治
め
る
銀
河
系
に
向
か
う
の
で
あ
っ
た
。
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そ
の
者
、
率
い
る
存
在
な
り
て
（
後
書
き
）

肥
後
魚

「
ど
う
で
す
？
　
全
く
展
開
が
読
め
な
く
て
文
章
が
無
茶
苦
茶
で
し
ょ
？
」

ラ
イ

「
自
分
で
書
い
と
い
て
言
う
な
よ
。
」

羽
入

「
な
の
で
す
。
」

肥
後
魚

「
だ
っ
て
な
ぁ
～
」

ラ
イ

「
ま
あ
い
い
。
で
、
な
ん
か
新
し
い
キ
ャ
ラ
が
登
場
し
た
な
。
」

少
女
？

「
私
の
こ
と
か
し
ら
？
」

ラ
イ

「
ま
っ
、
俺
は
知
っ
て
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
。
」

羽
入

「
あ
ぅ
あ
ぅ
～
、
一
体
誰
な
の
で
す
か
？
」

少
女
？

「
そ
れ
は
次
回
判
る
わ
よ
。
」
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肥
後
魚

「
だ
か
ら
、
読
者
の
皆
さ
ん
！
！
」

ラ
イ

「
ど
う
せ
次
回
も
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ
い
！
っ
て
言
う
ん
だ
ろ
？
」

肥
後
魚

「
ラ
イ
ボ
ル
ト
、
君
は
先
を
読
み
す
ぎ
て
る
・
・
・
。
こ
う
な
っ
た
ら
、
君
の

も
の
す
ご
い
秘
密
を
」

ラ
イ

「
バ
ラ
し
た
ら
死
刑
ね
。
」

肥
後
魚

「
こ
の
卑
怯
者
。
」

ラ
イ

「
ど
こ
が
だ
よ
っ
！
？
」

羽
入

「
で
は
で
は
、
次
回
も
出
来
れ
ば
見
て
く
だ
さ
い
な
の
で
す
～
♪
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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